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○

▲五郎「畑の前橋」下、ひまわり畑 ▲肱川町鹿野川湖近く

　厳しい財政状況の中で、財政の早期健全化を目指して、平成17～21年度までの５年を期間とする集中改革
プランを策定し、現在138項目の行政改革に取り組んでいます。
　市民のみなさまのご理解とご協力により、これらの取り組みを実施することで当市の財政状況も少しずつ

改善の方向に向かっており、当初掲げました目標をおおむね達成しています。

　つきましては、平成20年度までの４年間の行政改革の取り組み状況について、主な項目をご報告します。
　なお、詳細資料につきましては、市の公式ホームページに掲載していますので、ご覧いただきますようお

願いします。　

平成20年度行政改革実施状況のお知らせ

進　捗　状　況
平成20年度 前年度

進捗状況グラフ
項目数 割合％ 項目数 割合％

実 施 済（ 完 了 ）  58 42.0  47 35.1
一 部 実 施・進 行 中  50 36.2  51 38.1
検 討 ・ 協 議 中  24 17.4  27 20.1
未 着 手   0 0.0   3  2.2
中 止（ 検 討 結 果 ）   6 4.4   6  4.5

合　　計 138 100.0 134 100.0

○大洲市集中改革プラン取り組み状況概要

※Ｈ20　新規４項目追加

〇４年間の効果額

実施年度 目　標　額 効　果　額 達成率

平成17年度  2,696万円  9,456万円 350.7％
平成18年度 ５億4,239万円 ５億5,655万円 102.6％
平成19年度 ６億7,353万円 ６億6,769万円  99.1％
平成20年度 ７億6,606万円 ９億9,120万円  129.4％
合　　計 20億  894万円 23億1,000万円 115.0％

　【問い合わせ先】　　市役所財政課行政改革推進係　☎24―2111（内線382・384）

改革項目 内　　容 効　果　額

組織機構の見直し 組織のスリム化に向けて、課の統合・廃止
本庁・支所合わせて11課削減　など ―

職員数削減 Ｈ17年度：26人削減　Ｈ18年度：６人削減
Ｈ19年度：18人削減　Ｈ20年度：16人削減（計66人削減） 7億1,280万円

特別職の給与カット 給与10％カット（継続実施中） 1,249万円

議員報酬のカット 議長・副議長５％カット　議員３％カット（継続実施中） 1,413万円

管理職手当のカット 管理職手当20％カット（継続実施中） 5,357万円

旅費支給の見直し 県内出張における旅費（日当）支給の見直し 314万円

指定管理者制度導入 市内19施設に制度導入（Ｈ21年度新規3施設導入） 3,892万円

補助金の見直し 補助金の抜本的な見直し（継続実施中） 2億5,839万円

〇４年間の主な改革項目

※　効果額は、４年間の累計金額

一部実施・
進行中　　
36.2％

実施済（完了）
42.0％

検討・
協議中
17.4％

平成２０年度

中止
（検討結果）
4.4％

行政改革実施状況
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10
月
は「
土
地
月
間
」で
す

●
土
地
価
格
の
目
安
と
な
る
地

価
公
示

　

地
価
公
示
と
は
、
土
地
売
買

価
格
の
目
安
と
な
る
よ
う
、
都

市
計
画
区
域
内
で
標
準
的
な
使

わ
れ
方
を
さ
れ
て
い
る
土
地（
標

準
地
）
を
選
び
出
し
、
そ
の
土

地
の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る

こ
と
で
す
。

　

こ
の
標
準
地
と
知
り
た
い
土

地
の
条
件
（
形
状
、
道
路
や
駅

か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道
な
ど
）

を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
土

地
の
お
お
よ
そ
の
価
格
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

不
動
産
鑑
定
士
が
鑑
定
評
価

を
行
う
場
合
や
国
、
地
方
公
共

団
体
が
公
用
用
地
を
買
う
場
合

な
ど
に
お
い
て
標
準
地
の
価
格

が
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
地
価

公
示
は
適
正
な
地
価
の
形
成
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

県
内
の
地
価
公
示
に
関
す
る

書
面
（
標
準
地
の
価
格
や
周
辺

の
状
況
な
ど
）
は
市
役
所
な
ど

に
あ
り
、
ど
な
た
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

●
届
出
が
必
要
な
土
地
取
引

　

下
記
の
⑴
の
面
積
要
件
を
満

た
す
土
地
売
買
な
ど
の
契
約
を

し
た
と
き
は
、
土
地
の
権
利
取

得
者
は
、
下
記
⑵
の
書
類
に
つ

〜
地
価
公
示
と
土
地
取
引
の
届
出
〜

い
て
契
約
を
結
ん
だ
日
か
ら
起

算
し
て
２
週
間
以
内
に
必
ず
市

役
所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
を
し
な
い
と
法
律
に
よ
り

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑴
面
積
要
件

１
： 

市
街
化
区
域

（
大
洲
市
内
に
は
該
当
な
し
）

 

…
２
千
平
方
㍍
以
上

２
： 

１
を
除
く
都
市
計
画
区
域

　
　

 

…
５
千
平
方
㍍
以
上 

３
： 

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域 

 

…
１
万
平
方
㍍
以
上 

⑵
届
出
書
類

１　

土
地
売
買
な
ど
届
出
書

２　

契
約
書
な
ど
の
写
し

３　

 

土
地
の
位
置
を
示
す
５
万

分
の
１
以
上
の
地
形
図

４　

 

付
近
の
状
況
を
示
す
５
千

分
の
１
以
上
の
図
面

５　

 

土
地
の
形
状
な
ど
を
示
す

図
面

【
閲
覧
場
所
】

　

本
庁
企
画
調
整
課
・
長
浜
支

所
総
務
商
工
課
・
肱
川
支
所
総

務
商
工
課
・
河
辺
支
所
総
務
商

工
課
・
大
洲
市
立
図
書
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
企
画
調
整
課

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
５
２
５
）

市民700人が最後のお別れ

正五位　旭日小綬章　大洲市長　故大森隆雄　氏　大洲市葬
　

８
月
15
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
大
森
隆
雄

市
長
の
市
葬
が
、
９
月
３
日（
木
）大
洲
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
し
め
や
か
に
営
ま
れ

ま
し
た
。
市
葬
に
は
、
県
知
事
や
県
選
出

国
会
議
員
、
各
市
町
長
、
市
民
な
ど
７
０

０
人
が
参
列
。
祭
壇
に
献
花
し
て
最
後
の

お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

　

加
戸
守
行
愛
媛
県
知
事
か
ら
故
大
森
隆

雄
氏
に
正
五
位
旭
日
小
綬
章
の
叙
位
叙
勲

が
伝
達
さ
れ
た
後
、
全
員
で
黙
祷
を
さ
さ

げ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
葬
儀
委
員
長
で
大
洲
市
長
職

務
代
理
者
の
清
水
裕
副
市
長
が
、「
５
万

市
民
の
安
心
・
安
全
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
夢
に
描
き
な
が
ら
、様
々

な
障
害
を
乗
り
越
え
力
強
く
歩
ま
れ
ま
し

た
。
ご
遺
志
を
私
た
ち
の
希
望
と
し
て
大

洲
市
発
展
の
た
め
に
一
層
努
力
す
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
加
戸
知

事
や
山
本
公
一
衆
議
院
議
員
ら
が
弔
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
の
功
績

な
ど
が
写
真
映
像
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
遺
族
を
代
表
さ
れ
長
男
の
健
司
さ
ん

が
、「
父
は
、
常
に
市
民
の
皆
様
の
こ
と

を
考
え
、職
務
に
励
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

市
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
幸
せ
な
人
生
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。正

五
位　

旭
日
小
綬
章　

大
洲

市
長　

故
大
森
隆
雄
氏　

大
洲
市

葬
を
執
り
行
い
ま
し
た
際
に
は
、

多
く
の
皆
様
方
に
ご
会
葬
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

大洲市葬・土地月間
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配
偶
者
か
ら
の
暴
力
︵
Ｄ
Ｖ
︶

の
被
害
者
で
、
本
市
お
よ
び
他

市
町
村
か
ら
定
額
給
付
金
・
子

育
て
応
援
特
別
手
当
の
給
付
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
限
り
、

市
独
自
に
定
額
給
付
金
な
ど
相

当
額
を
特
例
給
付
金
と
し
て
給

付
し
ま
す
。

●
基
準
日

　

平
成
21
年
２
月
１
日︵
月
︶

●
対
象
者

　

基
準
日
に
お
い
て
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
な
ど
に
よ
り
別
居
し

て
お
り
、
被
害
者
ま
た
は
そ
の

ＤＶ被害者に対する
特例給付金について

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

　

保
険
料
の
免
除
や
若
年
者
納

付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
人
は
、

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
人
と

比
べ
、
受
け
取
る
年
金
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
期
間
は
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
追
納
と
い
い
、
年
金
額

を
増
や
す
た
め
に
追
納
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

◆
保
険
料
の
免
除
も
し
く
は
納

付
猶
予
を
受
け
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目

以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場

合
に
は
、
承
認
を
受
け
た
当
時

の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

◆
追
納
は
先
に
経
過
し
た
順
に

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、﹁
免
除
﹂が﹁
学
生
納
付
特
例
・

納
付
猶
予
﹂
よ
り
先
に
経
過
し

た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、
ど
ち

ら
を
納
め
る
か
選
択
で
き
ま
す
。

◆
保
険
料
の
追
納
を
す
る
場
合

に
は
、
保
険
料
追
納
申
込
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。
お
申
し
込

み
は
住
民
票
の
あ
る
住
所
地
を

管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
５
１
０
５

子
ど
も
の
住
民
票
が
配
偶
者
と

同
一
で
市
内
に
あ
り
、
別
の
住

所
に
居
住
し
て
い
る
場
合
な
ど
。

●
給
付
金
額

　

定
額
給
付
金
お
よ
び
子
育
て

応
援
特
別
手
当
と
同
額
で
す
。

●
申
請
手
続
き

　

本
庁
社
会
福
祉
課
に
て
個
別

に
対
応
を
行
い
、
該
当
者
に
は

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、

申
請
の
締
切
日
は
、
平
成
22
年

３
月
１
日︵
月
︶で
す
。

●
支
給
日

　

他
市
町
村
の
確
認
お
よ
び
書

類
審
査
な
ど
が
終
了
次
第
、
原

則
、
口
座
払
い
に
て
随
時
支
給

を
行
い
ま
す
。

●
添
付
書
類

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
が
あ
っ

た
こ
と
を
証
す
る
公
的
書
類
な

ど 【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
社
会
福
祉
課

☎
�
２
１
１
１
︵
内
線
１
８
１
︶

市
役
所
市
民
課
市
民
第
４
係　

☎
㉔
２
１
１
１

︵
内
線
１
１
１
、
１
１
２
︶

長
浜
支
所
市
民
福
祉
課

☎
�
１
１
１
３
︵
内
線
29
︶

肱
川
支
所
市
民
福
祉
課　
　

☎
㉞
２
３
１
１
︵
内
線
２
２
２
︶

河
辺
支
所
市
民
福
祉
課

☎
㊴
２
１
１
１
︵
内
線
１
５
２
︶

学生納付特例

納付猶予

全額免除

４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

平成11年度分 16,190円 ― ― ―

平成12年度分 15,560円 ― ― ―

平成13年度分 14,960円 ― ― ―

平成14年度分 14,390円 ― 7,200円 ―

平成15年度分 14,180円 ― 7,090円 ―

平成16年度分 13,980円 ― 6,990円 ―

平成17年度分 14,010円 ― 7,010円 ―

平成18年度分 14,070円 10,550円 7,030円 3,510円

平成19年度分 14,100円 10,570円 7,050円 3,520円

平成20年度分 14,410円 10,810円 7,200円 3,600円

平成21年度中に追納する場合の１か月の追納額

国民年金保険料の追納について・ＤＶ被害者に対する特例給付金
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や
人
の
結
び
つ
き
を
強
固
に
し
、

地
域
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
整
備
し
た
備
品
】

　

長
胴
太
鼓
、
桶
胴
太
鼓
、
篠

笛
ほ
か

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

住
民
の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
事
業
の
財
源
に
は
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費
と
し

て
受
け
入
れ
る
宝
く
じ
受
託
事
業

収
入
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
企
画
調
整
課　
　

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
５
２
３
）

　

平
成
21
年
度
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
り

地
域
活
動
を
実
践
す
る
団
体
が
、

備
品
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

【
祭
り
用
具
整
備
：
太
鼓
一
式
】

　

粟
津
祇
園
太
鼓
保
存
会
は
八

多
喜
地
区
独
自
の
郷
土
芸
能
の

創
造
と
育
成
お
よ
び
小
学
校
児

童
の
健
全
育
成
を
行
い
、
潤
い

と
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
整
備
し
た
太
鼓
に
よ

る
演
奏
活
動
を
通
じ
て
、
地
域

地震に対する日常の備え

★
非
常
持
ち
出
し
品
に

 

つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト
★

粟
津
祇
園
太
鼓
保
存
会

　

近
年
、
全
国
で
地
震
に
よ
る
災
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
の
日
ご

ろ
の
備
え
や
、
い
ざ
と
い
う
時
の
心
構
え

な
ど
が
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
一
人
一
人
が

ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
ら
よ
い
か
を
、
家

庭
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

火
の
始
末
、
初
期
消
火
の
方
法
、
飲
料
水
、

非
常
食
料
な
ど
、
非
常
時
に
持
ち
出
す
物

の
用
意
や
点
検
、
役
割
な
ど
を
具
体
的
に

決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

  

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
　
宝
く
じ
助
成
事
業

地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

宝
く
じ
助
成
事
業
と
は
？

　

ま
た
、
火
を
使
う
器
具
を
定
期
的
に
点

検
し
、
倒
れ
や
す
い
家
具
に
は
転
倒
防
止

器
具
を
取
り
付
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
門
柱

が
倒
れ
な
い
よ
う
修
理
や
補
修
を
し
て
お

く
な
ど
、
家
の
周
り
の
安
全
確
認
も
大
切

で
す
。

《
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
》

　

避
難
場
所
で
の
生
活
に
最
低
限

必
要
な
物
を
準
備
し
、
ま
た
、
負

傷
し
た
と
き
に
応
急
手
当
が
で
き

る
よ
う
に
、
応
急
医
療
品
な
ど
も

非
常
持
出
袋
に
入
れ
て
、
い
つ
で

も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

《
非
常
持
ち
出
し
品
の
一
例
》

　

印
鑑
・
貯
金
通
帳
・
懐
中
電
灯
・

ロ
ウ
ソ
ク
・
手
袋
・
水
・
携
帯
ラ

ジ
オ
・
現
金
・
ラ
イ
タ
ー
・
ナ
イ
フ
・

ミ
ル
ク
・
哺
乳
び
ん
・
紙
お
む
つ
・

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
・
食
品
・

缶
切
り
・
救
急
箱
・
衣
類
・
毛
布
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど

地震に対する日常の備え・宝くじ助成事業
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